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障害のある人もない人も暮らしやすいまちづくりを考えるカフェ

（ココロン・カフェ）の実施結果について

１ 概要

   第５回及び第６回ココロン・カフェを開催し，障害を理由とする差別の解消等に

ついて，市民による意見交換等を行った。

２ 実施日時及び参加者数等

（１）第５回ココロン・カフェ

① 日 時：平成 27年 4月 19 日（日）14：00～16：00

② 場 所：仙台市役所本庁舎 8階ホール

③ 参加者：42名（6グループで意見交換実施）

  うち協議会委員（阿部会長，黒瀧委員、髙橋(望)委員、千葉委員、畑中委員、

早坂委員、諸橋委員）

（２）第６回ココロン・カフェ

① 日 時：平成 27年 4月 22 日（水）10：00～12：00 

② 場 所：仙台市福祉プラザ 1階プラザホール

③ 参加者：75名（10 グループで意見交換実施）

うち協議会委員（市川委員、中村(晴)委員、柴田委員、杉山委員、千葉委員、髙

橋(望)委員）

（３）実施内容

  ① はじめに

  ② 仙台市説明

   ・障害を理由とする差別の解消を推進するための取り組みについて

   ・障害者施策推進協議会で検討された内容について

  ③ ワークショップ

   ・グループワークによる意見交換

「仙台ってどんなまち？」

    「条例が目指すのはどんなまち？」

   ・意見発表
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３ 意見交換において話された主な内容

○「仙台ってどんなまち？」に対する意見

・仙台は、規模が大きすぎず、インフラも整っていて住みやすい。

・道路の整備状況や交通については、障害者にとって不便なところがまだある。

・人の気質に関しては遠慮がちで、相互に干渉しない人が多い印象。

・地元の人同士で固まってしまい閉鎖的なところがある。

・仲良くなり関係性ができると親切な人が多い。

・生活圏拡張運動の発祥の地であり、福祉団体の数も多く、福祉関係の素地がある。

しかし、それが広がっていない。

・障害者と深くかかわる機会がない。

・障害者同士のつながりが少ない。

・学都仙台と言われるように、学校が多く、若い人が多い。

・七夕や青葉祭りなどイベントが多い。

○「条例が目指すのはどんなまち？」に対する意見

・誰もが買い物に出ていけるようなまち。

・困っている人がいたら一声かける人がいるまち。

・違いに寛容なまち。

・「障害者」という言葉にこだわらないまち。

・障害者が「あきらめない」まち。

・障害があってもいろいろなサポートを受けながらすべての社会生活に参加できる

まち。

・公的機関の啓発が行われているまち。

・障害者への対応が浸透しているまち。

・障害のある人もない人も、同じように住めるまち。

・無理解、無関心がなくなるまち。

・当事者が声を出し、伝えられるまち。

・障害者福祉に関心がある、ないに関わらず、当たり前に適切な行動ができるまち。

・「相手に障害があるかもしれない」と考える選択肢があることを教育できるまち。

・相手の立場になって考えることができる思いやりがあるまち。

・障害者と一緒に行動できるようなまち。

・相談しやすい場所があるまち。

・障害者自身が望んでいることを自分から発信できるまち。

・障害者と健常者が集まりやすいまち。

・障害者雇用率が高いまち。

・学生を巻き込んだ取り組みがあるまち。
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・七夕や青葉まつりなどのイベントに参加しやすいまち。

・何の気構えなく外に出られるようになるまち。

○その他の意見

・行政職員や支援施設の職員の理解の促進、知識の向上が必要。

・役所の情報が分からず、どこに行けば情報が得られるか分からない。一カ所で総合

的に情報を得られる環境があるとよい。

・地域の研修に当事者の方をまねき、障害について理解と助け合いの心を強くしたら

いいのではないか。

・どこかにひとつだけ障害者施設があるのではなく、中学校区ごとにひとつあるとよ

い。子供、高齢者、障害に関係ないコミュニティセンターのようなものがあるとよ

い。

・ボランティアが自然にできるシステムがあると若いうちからお互いに交流ができる

のではないか。

・条例ができるにあたっては、罰するよりも、相手の立場に立って思いやりを持てる

関係を作ることが必要。

４ 実施状況について（アンケート結果より）

【第５回ココロン・カフェ】

〇 参加者数

・障害者施策推進協議会委員 ・障害当事者

・障害関係団体関係者    ・民生委員児童委員

・地域関係者、学生 など

〇 アンケート結果（回収 20人:男性６人/女性 11 人/不明３人)

５：非常によい  ４：よい  ３：どちらともいえない  ２：あまりよくない １：全くよくない
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【第６回ココロン・カフェ】

〇 参加者数

・障害者施策推進協議会委員 ・障害当事者

・障害関係団体関係者    ・民生委員児童委員

・地域関係者 など

○アンケート結果（回収人:30 人:男性 11 人/女性 13 人/不明６人)

５：非常によい  ４：よい  ３：どちらともいえない  ２：あまりよくない １：全くよくない

男性 女性 合計

42人 33人 75人
男性

56%
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